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　　優秀賞（敬称略） 　　奨励賞（敬称略）
小学１年生の部　阿部　希羽（沢木）
　　２年生の部　舘山　友助（沢木）
　　３年生の部　遠藤陽菜乃（雄武）
　　４年生の部　亀田　梨來（雄武）
　　５年生の部　秋山　翠玲（雄武）
　　６年生の部　田中　紀衣（雄武）
　　中学生の部　工藤　衣咲（1 年）

小学１年生の部　岸田　椛杏（沢木）　山口　　碧（沢木）
　　　　　　　　國田　真頌（沢木）

２年生の部　野々宮　奏（沢木）
３年生の部　𠮷田　昊生（雄武）　舘山もも花（沢木）
４年生の部　櫛引　絆十（雄武）　松嶋　倖愛（雄武）
５年生の部　松原ひなた（雄武）　舘山　茅乃（沢木）
６年生の部　伊藤　琴音（雄武）　前田　陽馬（雄武）

　　中学生の部　加賀　柚妃（１年）　澤村　唯笑（１年）

◉小学１年生の部
佐藤　志勇（沢木）

　　最優秀賞（敬称略）

小・中学生の税に関する書道コンクール

　　 　　　　 入賞者決定
　次代を担う小、中学生に正しい税の知識と広く税に対する理解や関心を高めるため、昨年度に引き続き
税に関する「書道コンクール」を実施した結果、次の人たちが入賞されましたのでお知らせします。
　なお、入賞作品は、３月12日㈬まで雄武町図書館に展示しています。

問雄武町教育委員会
問雄武町租税教育推進懇話会

上林　晴翔（沢木）
◉小学２年生の部

山崎　蒼斗（沢木）
◉小学３年生の部

鈴木　紬葵（沢木）
◉小学４年生の部

亀田　海音（雄武）
◉小学５年生の部

鈴木　日葵（沢木）
◉小学６年生の部

藤島　未羽（１年）
◉中学生の部

令
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和
77
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度
新
入
学
児
童
の
紹
介

年
度
新
入
学
児
童
の
紹
介

　本年４月に町内小学校へ入学されるお子さんを教育委員会にて調査しましたので　本年４月に町内小学校へ入学されるお子さんを教育委員会にて調査しましたので
お知らせいたします。お知らせいたします。
　該当児童の保護者は、次の事項に留意してください。なお、氏名については、同　該当児童の保護者は、次の事項に留意してください。なお、氏名については、同
意をいただいた人のみ掲載しております。意をいただいた人のみ掲載しております。

・入学該当者は、平成30年 4月 2日から31年 4月 1日生まれの児童です。・入学該当者は、平成30年 4月 2日から31年 4月 1日生まれの児童です。
・�・�入学該当者が病気やそのほかの理由で就学が困難な場合は、医師の診断書または入学該当者が病気やそのほかの理由で就学が困難な場合は、医師の診断書または
児童相談所長の発行した判定書など、参考となる書類を持参し、教育委員会へご児童相談所長の発行した判定書など、参考となる書類を持参し、教育委員会へご
相談ください相談ください。。
・�・�教育委員会が調査した日（令和６年８月５日）以後に転出や住所変更、戸籍の異教育委員会が調査した日（令和６年８月５日）以後に転出や住所変更、戸籍の異
動などが生じたときは、ただちに役場戸籍住民係で手続きを済ませ、教育委員会動などが生じたときは、ただちに役場戸籍住民係で手続きを済ませ、教育委員会
へご連絡くださいへご連絡ください。。
・・経済的理由により、学用品の購入などで心配な人は、教育委員会にご相談ください経済的理由により、学用品の購入などで心配な人は、教育委員会にご相談ください。。
・�・�入学通知は、すでに新入学児童全員の保護者宛に送付していますが、入学通知が入学通知は、すでに新入学児童全員の保護者宛に送付していますが、入学通知が
届いていない場合には、ただちにご連絡ください。なお、今後における入学手続届いていない場合には、ただちにご連絡ください。なお、今後における入学手続
きなどについては、入学する学校から連絡がありますきなどについては、入学する学校から連絡があります。。
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まちのできごと

↑授業の様子↑授業の様子

雄武町民大学

ヒグマと地域社会

認知症サポーター育成講座（雄武中学校）

認知症への理解を深める

　この日、町民センターで『令和6年度雄武町民
大学』が開催されました。酪農学園大学農食環境学
群環境共生学類教授の佐藤喜和氏が講師を務め「ヒ
グマの生態と地域社会～すみ分けによる共存を目指
して～」を演題に、ヒグマの行動や地域の対策など
について講話を行いました。佐藤氏は参加者に対し
て「山と町がつながる北海道では、クマが人里に出
る前から対策を講じることが重要だ」と話しました。
　町民大学では、皆さんが受講したい授業内容につ
いて募集しています。

↓雪の上を駆ける児童たち（スノーフラッグ）↓雪の上を駆ける児童たち（スノーフラッグ）

↓ヒグマの生態について説明する佐藤氏↓ヒグマの生態について説明する佐藤氏

キャンドルナイト、こども冬まつり

寒さに負けず冬を楽しむ
　旭日公園で『こども冬まつり』が開催されまし
た。前夜祭では、同公園で行われたおうむキャン
ドルナイトのあたたかな灯に照らされる中、児童
によるハンドベルの演奏が披露されました。最後
に、花火が冬の夜空を彩りました。本祭では、スノー
モービルやスノーフラッグなどのアトラクション
のほか、あたたかいお雑煮や焼きそばなどが振る
舞われ、参加者は寒さに負けず元気いっぱいに冬
を楽しんでいました。

2/
1,2

「鍛える国語教室」研究会公開授業

国語教室で深める言葉
この日、沢木小学校では「鍛える国語教室」研究
会による公開授業が全学年で実施されました。中学
年の授業には雄武小学校の児童も参加し、主宰者で
ある植草学園大学名誉教授の野口芳宏氏が教壇に立
ち、授業を行いました。授業では、教科書に掲載さ
れている「スワンレイクのほとりで」を用いて、作
中の言葉の成り立ちや意味などについて深く掘り下
げました。児童たちはその過程を通じて、言葉の奥
深さを実感し、国語への興味を一層深めていました。

↓授業を行う野口芳宏氏↓授業を行う野口芳宏氏

2/
21

2/
19

　雄武中学校２年生が、家庭科の授業の時間で、
認知症について学ぶ「認知症サポーター養成講座」
が行われました。講師に雄武町包括支援センター
の職員を招き、認知症の症状などについて話を聞
いた後、認知症当事者と介助者それぞれの気持ち
を考えるためのグループワークを実施。授業を通
して生徒たちは「認知症の人に対して、優しく接
したい」「認知症サポーターとして見守り、支え
になってあげたい」と話していました。

2/
7 1/

23

2/
19

↑相撲大会の様子

↓段ボールベッドの組立

↓災害と防災に関する講話

↓大雪で車が止ってしまった時の対策や備えについて解説

↑曽ヶ端克哉氏（左）、栗谷義樹氏（右）

子どもたちの熱戦

医療連携推進の取り組み

この日、若草保育所のおたのしみ会で、毎年
恒例の『相撲大会』が開かれました。大会は
クラスごとのトーナメント戦で行われ、職員の
「はっけよい、のこった」の掛け声とともに、熱
い戦いが繰り広げられました。観戦する子ども
たちも一緒に声を上げて、興奮した様子で試合
を応援しました。松野笑丸くん、小島碧月ちゃん、
坂元健汰くん、中川達希くん、鹿野蒼くんが各
クラスの優勝に輝きました。

この日、地域医療連携推進法人オホーツク西紋医療
ケアネットワークが主催する『町民公開講演会』が開
催されました。講演会では、同法人代表理事の曽ヶ端
克哉氏と、日本海ヘルスケアネット代表理事の栗谷義
樹氏に登壇いただき、オホーツク西紋医療ケアネット
ワークの課題と展望、実際の事例を踏まえた地域医療
の持続に向けた可能性について講話が行われました。
参加者は、地域医療の重要性とその持続可能性に向け
た取り組みの意義を改めて認識し、今後の医療の在り
方について深く考える機会となりました。

若草保育所おたのしみ会

町民公開講演会

2/
16 避難訓練で防災意識向上

雄武町防災訓練

この日、『令和6年度雄武町防災訓練』を実施し
ました。訓練には幌内地区の住民が参加し、地震
による津波警報が発令されたことを想定した避難
訓練や、町職員による避難所の開設訓練を行いま
した。その後、幌内歴史と生活の家で、北海道警
察北見方面本部警備課災害係長の石井賢氏と網走
地方気象台火山防災官の上村薫氏による講話が行
われ、参加者は「訓練を通じて防災意識が高まった」
と話していました。
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  問い合わせ　役場 ☎ 84 － 2121　保健福祉課 ☎ 84 － 2023　地域包括支援センター ☎ 84 － 4495　教育委員会 ☎ 84 － 4240情報ひろば情報ひろば  問い合わせ　役場 ☎ 0158 － 84 － 2121　健康推進課・地域福祉課 ☎ 0158 － 84 － 2023　
　　　　　　  地域包括支援センター ☎ 0158 － 84 － 4495 教育委員会 ☎ 0158 － 84 － 4240
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◉町営住宅
団地名 間取り 建築年度 戸数 家　　　賃 単身

新規 幌内団地 3LDK 昭和 59年 １ 12,400円 ～ 28,700 円 可

継続

沢木 2LDK 平成 23年 2 17,700円 ～ 40,700 円 可
旭日 3LDK 平成 6～11年 6 22,700円 ～ 53,200 円 不可
宮下 3LDK 昭和 59年 １ 13,400円 ～ 30,800 円 不可
緑町 2LDK 平成 20年 1 16,200円 ～ 37,300 円 不可
緑町 3LDK 平成 22年 1 19,500円 ～ 44,900 円 不可
潮見 3LDK 昭和 61年 2 16,000円 ～ 36,900 円 不可

沢木団地

旭日団地緑町団地

潮見団地

幌内団地

宮下団地宮下団地サンライズサンライズ
ビレッヂビレッヂ

日の出仲日の出仲
町有住宅町有住宅

幌内町有住宅幌内町有住宅
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◉サンライズビレッヂ

新規 間取り 建築年度 戸数 家賃 単身
1LDK 平成 5,6 年 2 30,000 円 専用

継続 間取り 建築年度 戸数 家賃 単身
1LDK 平成 5,6 年 3 30,000 円 専用

◉日の出仲町町有住宅

継続 間取り 建築年度 戸数 家賃 単身
3LDK 昭和 60年 1 40,000 円 不可

◉幌内町有住宅

新規 間取り 建築年度 戸数 家賃 単身
3LDK 昭和 54年 1 20,200 円 可

継続 間取り 建築年度 戸数 家賃 単身
3LDK 平成 3年 1 19,000 円 可
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武
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高
齢
者
等
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冬
の
生
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援
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と
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？

社
会
福
祉

飼い主のいない猫の不妊去勢手術助成
事業補助金について
　雄武町では、飼い主のいない猫の増加による生活環境への被害を防ぐため、猫の不妊または
去勢手術に要した費用の一部を補助します。

問住民生活課環境衛生係

１　交付申請
「交付申請書」と「猫の手術前の全身写真」を提出してください。
（必ず手術前に申請の手続きをしてください）

町内に生息する飼い主のいない猫に対し、
不妊・去勢手術を受けさせようとする町内
在住の満１８歳以上の人

①対象者

【制度内容】

【申請手順】

・メス　25,000 円　・オス　12,500 円
※手術費用が上記金額に満たない場合は実
　際に支払った金額
※一人あたり年度内１５万円が上限とな　
　ります。

③補助金額（1頭あたり） 各年度の末日まで（令和６年度は令和 7
年 3月 31日まで）
※ただし、補助額が予算額に達した時点で
　補助終了となります。

⑤申請期間

不妊・去勢手術、耳カット手術（必須）、
胎児処置費、獣医師の出張費
※猫を手術後に自分で飼育するまたは他の
人へ譲渡するなどの理由により耳カット
手術を行わない場合は、補助対象外

④経費

町内に生息し、所有者がいない猫
※飼い猫は補助対象外

②対象猫

交付申請 実績報告実績報告 補助金
交付手術の実施手術の実施公告～公告～

　交付決定　交付決定

２　公告～交付決定
申請受付後、飼い主がいないことを確認するために、役場前の掲示
板で 7日間公告し、審査したあとに補助金の交付決定を行います。

３　手術の実施
補助金の交付決定後に動物病院などで手術を実施してください。手術
済みであることが外見から判断できるよう耳カットも行ってください。

４　実績報告
「手術後の猫の全身および耳カット部分の写真」と「領収書の写し」
を添付して、「補助金実績報告書」を提出してください。内容を審
査したあとに補助金を交付します。

　補助金制度に関する詳細については、環境衛生係に問い合わせください。
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税
　
金

軽
自
動
車
の
名
義
変
更
、
廃
車
手
続
き

に
つ
い
て

　
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
毎
年
４
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
譲

渡
、
売
却
、
下
取
り
な
ど
で
現
在
車
両
を
所

有
し
て
い
な
い
場
合
、
４
月
２
日
以
降
に
名

義
変
更
・
廃
車
の
手
続
き
を
し
て
も
そ
の
年

度
分
の
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
が
課
税
さ

れ
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
業
者
に
軽
自
動
車
を
引
き
渡
し
た
場
合

も
廃
車
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ほ
か
の
市
区
町
村
へ
住
所
変
更
し
た
人

や
車
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
も
同
様

に
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
財
務
政
策
課
課
税
係

・
原
動
機
付
自
転
車
（
50
㏄
～
１
２
５

㏄
）、
小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
用
、

そ
の
ほ
か
）

※
雄
武
町
の
ナ
ン
バ
ー

問
軽
自
動
車
検
査
協
会
北
見
事
務
所

☎
０
５
０
‐
３
８
１
６
‐
１
７
６
９

・
軽
自
動
車
（
貨
物
、
自
家
用
）、
軽
二

輪
車
（
２
５
０
㏄
以
下
）、
小
型
二
輪

車
（
２
５
０
㏄
超
の
オ
ー
ト
バ
イ
）

　
※
雄
武
町
以
外
の
ナ
ン
バ
ー

問
北
見
運
輸
支
局

☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
０
７

国
税
専
門
官
募
集

　

札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や
税
務

署
に
お
い
て
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

と
し
て
活
躍
す
る
国
税
専
門
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
令
和
5
年
度
か
ら
国
税
専
門
官
採
用
試

験
に
新
試
験
区
分
（
理
工・デ
ジ
タ
ル
系
）

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
試
験
区
分
（
理
工
・
デ
ジ
タ
ル
系
）

で
は
、
基
礎
数
学
、
情
報
数
学・情
報
工
学
、

物
理
、
化
学
な
ど
が
試
験
科
目
に
設
定
さ
れ

て
お
り
、
幅
広
く
理
工
・
デ
ジ
タ
ル
系
の
人

が
受
験
し
や
す
い
試
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
7
年
度
か
ら
、
必
須
の

出
題
数
を
大
幅
に
削
減
し
「
選
択
必
須

科
目
」
を
新
設
す
る
こ
と
で
、
受
験
生

の
専
門
性
に
合
わ
せ
て
受
験
で
き
る
よ

う
に
し
た
ほ
か
、こ
れ
ま
で「
22
％
」だ
っ

た
人
物
試
験
の
配
点
比
率
を
「
30
％
」

に
引
き
上
げ
て
人
物
重
視
の
試
験
に
見

直
し
て
い
ま
す
。

　
法
文
系
の
人
は
「
国
税
専
門
Ａ
区
分
」、

理
工
・
デ
ジ
タ
ル
系
の
人
は
「
国
税
専
門

Ｂ
区
分
」
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
令
和
7
年
度
の
採
用
試
験
の
概
要
は
、
次

の
と
お
り
で
す
（
Ａ
区
分
・
Ｂ
区
分
共
通
）。

受
験
資
格

・
平
成
7
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人
。

・
平
成
16
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人

で
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人
な
ど

別
に
定
め
る
人
。

受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込　
3
月
24
日
㈪

ま
で[

受
信
有
効]

　

https://w
w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

第
1
次
試
験【
基
礎
能
力
試
験
、専
門
試
験（
多

肢
選
択
式
お
よ
び
記
述
式
）】

　
5
月
25
日
㈰

第
1
次
試
験
合
格
者
発
表
日

　
6
月
17
日
㈫　
9
時

第
2
次
試
験【
人
物
試
験
お
よ
び
身
体
検
査
】

　
6
月
23
日
㈪
～
7
月
4
日
㈮
の
指
定
す
る
日

最
終
合
格
者
発
表
日　
8
月
12
日
㈫

問
札
幌
国
税
局
人
事
第
2
課
採
用
担
当

☎
０
１
１
‐
２
３
１
‐
５
０
１
１

　
（
内
線
２
３
１
５
）

問
紋
別
税
務
署

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
２
１
９
１

海
上
保
安
官
採
用
試
験
に
つ
い
て

【
海
上
保
安
官
採
用
試
験
（
大
卒
）】

　
採
用
さ
れ
る
と
、海
上
保
安
大
学
校（
広

島
県
呉
市
）
に
お
い
て
、
幹
部
海
上
保
安

官
と
し
て
必
要
な
基
礎
的
知
識
や
船
舶
運

航
に
関
す
る
専
門
的
知
識
・
技
能
を
修
得

す
る
た
め
２
年
９
ヵ
月
の
教
育
を
受
け
ま

す
。
そ
の
後
、
巡
視
船
の
主
任
（
初
級
幹

部
）
と
し
て
勤
務
し
ま
す
。

受
験
資
格　
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
（
短
期
大
学
を
除

く
、
以
下
同
じ
）
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び

令
和
８
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
人
な
ど

受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込　
3
月
24
日
㈪
ま

で
（「
人
事
院
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情

報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」か
ら
受
験
申
込
で
き
ま
す
）

第
1
次
試
験
日　
5
月
25
日
㈰

第
1
次
試
験
合
格
発
表　
6
月
25
日
㈬

第
2
次
試
験
日　
7
月
8
日
㈫
～
15
日
㈫

の
指
定
す
る
日

最
終
合
格
発
表　
8
月
12
日
㈫

採
用　
令
和
8
年
4
月

【
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験（
特
別
）】

　
採
用
さ
れ
る
と
、
海
上
保
安
学
校
（
京

都
府
舞
鶴
市
）
に
お
い
て
、
海
上
保
安
業

務
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
学
び
ま
す
。

　
入
学
と
同
時
に
国
家
公
務
員
と
し
て
採

用
さ
れ
、
学
生
の
間
は
給
与
（
月
額
約

15
万
円
）
や
ボ
ー
ナ
ス
（
年
２
回
）
が
支

給
さ
れ
る
ほ
か
、
国
土
交
通
省
共
済
組
合

員
と
し
て
各
種
福
利
厚
生
の
給
付
な
ど
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
入
学
金
や
授
業

料
が
不
要
で
す
。

受
験
資
格　
令
和
７
年
４
月
１
日
に
お
い

て
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
13
年
を

経
過
し
て
い
な
い
人
お
よ
び
令
和
７
年
９

月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
な
ど

第
一
次
試
験　
５
月
11
日
㈰

第
一
次
試
験
合
格
発
表　
５
月
30
日
㈮

第
二
次
試
験　
６
月
４
日
㈬
～ 

６
月
25

日
㈬
の
指
定
す
る
日

最
終
合
格
発
表　
７
月
25
日
㈮

採
用
（
入
学
）　
令
和
7
年
10
月

【
海
上
保
安
官
採
用
情
報
サ
イ
ト
】

https://w
w
w
.kaiho.m

lit.
go.jp/recruitm

ent/

問
紋
別
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
０
１
１
８

試
　
験

北
海
道
警
察
官
採
用
試
験
に
つ
い
て

令
和
7
年
度

第
1
回
北
海
道
警
察
官
採
用
試
験

【
受
験
資
格
】

年
齢　
平
成
5
年
4
月
2
日
～
平
成
20
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

警
察
官
Ａ
区
分

・
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学

を
除
く
）
な
ど
を
卒
業
し
た
人
（
令
和

8
年
3
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

人
を
含
む
）

警
察
官
Ｂ
区
分　

・
Ａ
区
分
以
外
の
人
（
学
校
教
育
法
に
よ

る
高
等
学
校
在
学
中
の
人
を
除
く
）

※
高
度
専
門
士
の
称
号
を
取
得
、
ま
た
は

令
和
8
年
3
月
末
日
ま
で
に
取
得
見
込

み
の
人
は
、
Ａ
区
分
で
の
受
験
と
な
り

ま
す
。

※
Ａ
区
分
に
該
当
す
る
人
は
、
Ｂ
区
分
の

試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
試
験
日
程
等
】

公
告
日　
3
月
1
日
㈯

受
付
期
間　
3
月
31
日
㈪　
17
時
ま
で

第
1
次
試
験
日　
4
月
27
日
㈰

第
2
次
試
験
日　
6
月
上
旬
～
中
旬

最
終
合
格
発
表　
7
月
18
日
㈮
予
定

採
用
予
定
日　
令
和
8
年
4
月
1
日
以
降

（
卒
業
見
込
み
者
以
外
は
、
令
和
7
年
10

月
1
日
採
用
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

採
用
予
定
人
員　

北
海
道
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
s://w

w
w
.p
o
lice.p

ref.
hokkaido.lg.jp

問
北
海
道
警
察
本
部

☎
０
１
１
‐
２
５
１
‐
０
１
１
０

問
興
部
警
察
署

☎
０
１
５
８
‐
８
２
‐
２
１
１
０

男
性
Ａ
区
分　
１
４
０
人
程
度

　
　
Ｂ
区
分　
40
人
程
度

女
性
Ａ
区
分　
50
人
程
度

　
　
Ｂ
区
分　
20
人
程
度

※
Ａ
区
分
は
大
卒
な
ど
、
Ｂ
区
分
は
Ａ
区

分
以
外
の
人
と
な
り
ま
す
。

試
験
地　
（　
）
内
が
1
次
試
験
地
、
波

　
　
　
線
が
2
次
試
験
地

・
札
幌
方
面
（
札
幌
市
、
千
歳
市
、
岩
見

沢
市
、
滝
川
市
、
小
樽
市
、
室
蘭
市
、

苫
小
牧
市
、
新
ひ
だ
か
町
）

・
函
館
方
面
（
函
館
市
）

・
旭
川
方
面
（
旭
川
市
、
名
寄
市
、
稚

内
市
）

・
釧
路
方
面
（
釧
路
市
、
帯
広
市
）

・
北
見
方
面
（
北
見
市
、
網
走
市
）

・
道
外
（
青
森
県
、
東
京
都
）

※
試
験
地
は
、
受
験
申
込
み
の
状
況
な
ど

に
よ
り
近
郊
の
市
町
村
に
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
1
次
試
験
を
道
外
で
受
験
す
る
人
は
、

1
次
試
験
当
日
に
2
次
試
験
地
の
希
望

を
確
認
し
、
1
次
試
験
合
格
通
知
書
と
と

も
に
2
次
試
験
地
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
方
法

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
電
子
申
請
）

　
北
海
道
警
察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら「
北

海
道
電
子
自
治
体
共
同
シ
ス
テ
ム
」
に
ア

ク
セ
ス
し
、
利
用
者
情
報
を
登
録
し
た
後
、

受
験
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
通
信
機
器
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

は
、
一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

※
や
む
を
得
ず
、
電
子
申
請
が
で
き
な
い

と
き
は
、
警
察
本
部
採
用
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
白
寿
（
99
歳
）
を
迎
え
ら
れ
た
佐
々
木

ト
ミ
さ
ん
、
八
重
樫
光
子
さ
ん
に
、
髙
橋

町
長
か
ら
祝
状
と
祝
金
の
贈
呈
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

問
地
域
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

低
所
得
者
支
援
給
付
金
（
非
課
税
世

帯
分
・
非
課
税
世
帯
こ
ど
も
加
算
分
）

は
対
象
者
に
支
給
要
件
確
認
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

　

確
認
書
の
返
送
期
限
お
よ
び
申
請
書

の
申
請
期
限
は
令
和
７
年
３
月
28
日
㈮

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
手
続
き
忘

れ
が
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

給
付
金
の
詳
細
は
町
広
報
２
月
号
の

折
込
チ
ラ
シ
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
不
明
な
点

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
社
会
福
祉
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
地
域
福
祉
課
社
会
福
祉
係

白
寿
（
99
歳
）
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

低
所
得
者
支
援
給
付
金
の
手
続
き
に

つ
い
て

↑髙橋町長（左）、佐々木
　トミさん（右）

↑八重樫光子さん（左）、　
　髙橋町長（右）

財
務
専
門
官
採
用
試
験
に
つ
い
て

　
財
務
省
北
海
道
財
務
局
で
は
、
財
政
、

金
融
な
ど
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と

し
て
活
躍
す
る
財
務
専
門
官
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

受
験
資
格

〇
平
成
7
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人
。

〇
平
成
16
年
４
月
２
日
以
降
の
生
ま
れ
で

次
に
該
当
す
る
人
。

・
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
令
和

8
年
3
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
人

・
短
大
ま
た
は
高
専
を
卒
業
し
た
人

お
よ
び
令
和
8
年
3
月
ま
で
に
短

大
ま
た
は
高
専
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
人

受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込　
3
月
24
日
㈪

ま
で[

受
信
有
効]

　

https://w
w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

第
1
次
試
験
日　
5
月
25
日
㈰

問
財
務
省
北
海
道
財
務
局
人
事
課
人
事
係

☎
０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１

（
内
線
４
２
５
２
）
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～
環
境
衛
生
係
か
ら
「
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
」
に
つ
い
て
、
よ
く
あ
る
質
問
に
つ
い

て
お
答
え
し
ま
す
。
～

質
問
１　
引
っ
越
し
に
よ
り
ご
み
が
大
量

に
出
ま
し
た
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

し
て
良
い
で
し
ょ
う
か
。

《
シ
リ
ー
ズ
》

　
　
　
ご
み
の
出
し
方
Ｑ
＆
Ａ

問
住
民
生
活
課
環
境
衛
生
係

回
答
１　
引
っ
越
し
ご
み
に
限
ら
ず
大
量

の
ご
み
を
処
分
す
る
と
き
は
、
直
接
ご
み

処
理
施
設
へ
搬
入
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
地
域
住
民

で
共
有
し
て
使
用
す
る
も
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
引
っ
越
し
な
ど
で
発
生
し

た
大
量
の
ご
み
を
出
し
て
し
ま
う
と
、
ほ

か
の
住
民
が
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用

で
き
な
く
な
る
ほ
か
、
ご
み
収
集
車
に
収

集
ル
ー
ト
の
ご
み
が
載
せ
き
れ
な
い
な

ど
、
日
常
の
ご
み
収
集
に
大
き
な
支
障
を

き
た
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

願
い
ま
す
。

【
旧
焼
却
処
理
場
】9
時
～
16
時（
土・日・

年
末
年
始
を
除
く
）

受
入
品
目　
生
ご
み
、
び
ん
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
、
空
き

缶
、
紙
類
、
廃
木
材
、
鉄
く
ず

【
最
終
処
理
場
】9
時
～
15
時
30
分（
土・

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

受
入
品
目　
燃
や
せ
る
ご
み
、
燃
や
せ

な
い
ご
み

質
問
2　
ご
み
処
理
施
設
へ
の
搬
入
方
法

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

回
答
2　
道
道
美
深
雄
武
線
の
道
沿
い

に
旧
焼
却
処
理
場
、
そ
の
先
に
最
終
処

分
場
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
に
直

接
搬
入
が
可
能
で
す
。
各
ご
み
処
理
施

国
道
２
３
８
号

道
道
１
３
７
号

道道４９号

旧焼却
処分場

最終
処分場

設
の
受
け
入
れ
品
目
は
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
適
正
に
分
別
の

う
え
、
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
搬
入
の

際
は
各
施
設
の
従
業
員
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。
指
定
袋
に
入
れ
て
い
な

い
搬
入
ご
み
は
10
㎏
当
た
り
80
円
の
処

理
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
粗
大
ご
み
も
材
質
に
応
じ
て
、

該
当
す
る
受
け
入
れ
品
目
の
処
理
施
設
へ

直
接
搬
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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引
っ
越
し
時
の
届
け
出
に
つ
い
て

春
は
転
勤
や
進
学
、
就
職
な
ど
引
っ
越

し
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
引
っ
越
し
を
し
た

と
き
は
、
忘
れ
ず
に
役
場
窓
口
で
住
所
異

動
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

窓
口
が
込
み
合
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

手
続
き
す
る
ま
で
に
お
時
間
を
い
た
だ
き

ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
人
は
、
窓
口
に
来
庁
し
な
く
て

も
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
転
出
届
、
来
庁
予
定
の
手
続
き
が
で

き
ま
す
（
交
付
時
に
設
定
し
た
暗
証
番

号
が
必
要
で
す
）。

【 

転
入
届
（
町
外 　

 

雄
武
町
） 

】

・
届
出
期
間　
転
入
し
た
日
か
ら
14
日
以
内

・
必
要
な
も
の　
転
出
証
明
書
（
前
住

所
地
で
発
行
さ
れ
た
も
の
）、
届
出

人
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

保
険
証
な
ど
）、
お
持
ち
の
人
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド

・届
出
人　
本
人
、
同
一
世
帯
に
な
る
人
。

そ
れ
以
外
の
代
理
人
が
届
け
出
す
る
場

合
は
、
ご
本
人
か
ら
の
委
任
状
と
代
理

人
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

【 

転
出
届
（
雄
武
町 　

 

町
外
） 

】

・
届
出
期
間　
転
出
す
る
日
よ
り
前
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を

せ
ず
に
引
っ
越
し
を
し
た
場
合
、
郵

送
で
の
届
け
出
も
可
能
で
す
の
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
必
要
な
も
の　
届
出
人
の
本
人
確
認
書

類
（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）。

※
転
出
先
の
住
所
が
分
か
る
よ
う
に
し
て

き
て
く
だ
さ
い
。

・
届
出
人　
本
人
、
届
け
出
時
点
で
同

一
世
帯
の
人
。
そ
れ
以
外
の
代
理
人

が
届
け
出
す
る
場
合
は
、
ご
本
人
か

ら
の
委
任
状
と
代
理
人
の
本
人
確
認

書
類
が
必
要
で
す
。

【 

転
居
届
（
雄
武
町
内
で
の
引
っ
越
し
）】 

・
届
出
期
間　
転
居
し
た
日
か
ら
14
日
以
内

・
必
要
な
も
の　
届
出
人
の
本
人
確
認
書

類
（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）

・
届
出
人　
本
人
ま
た
は
届
け
出
時
点
で

同
一
世
帯
の
人
。
そ
れ
以
外
の
代
理
人

が
届
け
出
す
る
場
合
は
、
ご
本
人
か

ら
の
委
任
状
と
代
理
人
の
本
人
確
認

書
類
が
必
要
で
す
。

届
け
出
期
間
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合

　
異
動
日
か
ら
14
日
経
過
後
で
も
必
ず
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
住
民

基
本
台
帳
法
第
52
条
第
２
項
に
基
づ
き
、

簡
易
裁
判
所
か
ら
５
万
円
以
下
の
過
料
を

請
求
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　
自
動
車
税
種
別
割
の
納
税
通
知
書
は
、

道
税
事
務
所
か
ら
毎
年
４
月
１
日
時
点

で
車
検
証
に
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
へ
、

５
月
上
旬
頃
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
場
合
は
お
近
く
の
運
輸
支
局
で

手
続
き
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
が
変
更
と
な
っ

た
（
変
更
登
録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
（
移
転
登
録
）

・
自
動
車
を
使
わ
な
く
な
っ
た
（
抹
消

登
録
）

　

諸
事
情
に
よ
り
、
す
ぐ
に
変
更
登
録
な

ど
が
で
き
な
い
場
合
、
北
海
道
財
政
局
税

務
課
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
納
税
通
知
書

の
送
付
先
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

北
海
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
自
動
車
税
種
別
割

住
所
変
更
手
続
‐
総
務
部
財
政
局
税
務
課
』

https://w
w
w
.pref.hokkaido.

lg.jp/sm
/zim

/address/index.htm
l

※
な
お
、
こ
の
住
所
変
更
は
、
令
和
７
年

度
の
自
動
車
税
種
別
割
の
納
税
通
知
書

を
変
更
後
の
住
所
へ
送
付
す
る
た
め
の

処
置
で
あ
り
、
令
和
８
年
度
以
降
は
車

検
証
の
登
録
住
所
へ
納
税
通
知
書
が
送

付
さ
れ
る
場
合
が
あ
る

た
め
、
運
輸
支
局
で
の

住
所
変
更
登
録
は
別
途

必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

☎
０
１
１
‐
７
４
６
‐
１
１
９
0

自
動
車
税
種
別
割
の
住
所
変
更
に
つ
い
て

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
で
は
、
３
月

を
「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」
と
し
て
す
べ

て
の
道
税
の
滞
納
を
整
理
す
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
よ
り
も
強
く
差
押
な
ど
の
滞
納
処

分
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
だ
、
納
税
が
お
済
み
で
な
い
人
は

大
至
急
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。
納
め
な

い
場
合
に
は
、
給
与
や
預
貯
金
、
生
命

保
険
な
ど
の
『
財
産
差
押
え
』、
ま
た
は

自
宅
や
事
務
所
の
捜
索
を
行
い
、
Ｔ
Ｖ
・

ゲ
ー
ム
・
Ｐ
Ｃ
・
貴
金
属
・
自
動
車
・

軽
自
動
車
の
『
動
産
差
押
え
』
を
執
行

し
ま
す
。

問
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
紋
別
道
税
事

務
所
納
税
係

☎
０
１
５
８
‐
２
４
‐
２
６
２
６

３
月
は
道
税
の
滞
納
整
理
強
化
月
間

そ
の
他

き
の
こ
菌
の
予
約
受
付
に
つ
い
て

相
続
登
記
に
つ
い
て

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
、
石
綿
に
よ
る

疾
病
の
労
災
補
償
・
救
済
に
つ
い
て

　
雄
武
町
森
林
組
合
で
は
「
き
の
こ
菌
」

の
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、
そ
れ

が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作
業
に
従
事

し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
場
合
に
は
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
に

基
づ
く
各
種
保
険
給
付
や
石
綿
に
よ
る
健
康

被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
別

遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸
っ
て

か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発
症
す
る

こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　
中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
人
が
過
去

に
石
綿
業
務
に
従
事
し
て
い
た
場
合
に

は
、
労
災
保
険
給
付
な
ど
の
支
給
対
象
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
名
寄
労

種
類

・
駒
菌
１
瓶
（
５
百
駒
入
り
）

・
種
菌
１
瓶
（
1
千
㏄
入
り
）

　
い
ず
れ
も
シ
イ
タ
ケ
・
ナ
メ
コ
・
ヒ
ラ

タ
ケ
・
タ
モ
ギ
タ
ケ
の
４
種
類

※�

原
木
は
、
き
の
こ
菌
１
瓶
で
90
㎝
の
原
木

16
本
ほ
ど
必
要
で
す
。
原
木
の
数
量
が
少

な
い
た
め
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

植
菌
用
ド
リ
ル
は
貸
し
出
し
ま
す
。

申
込
先　
雄
武
町
森
林
組
合（
新
日
の
出
町
）

受
付
期
間　
３
月
28
日
㈮
ま
で

問
雄
武
町
森
林
組
合

☎
０
１
５
８
‐
８
４
‐
２
０
３
６

日
本
で
は
、
登
記
簿
を
見
て
も
所
有
者

が
分
か
ら
な
い
「
所
有
者
不
明
土
地
」
が

増
加
し
、
適
切
な
管
理
が
さ
れ
ず
周
辺
の

環
境
悪
化
や
公
共
工
事
の
阻
害
な
ど
の
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記
の
申

請
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

相
続
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年

以
内
に
登
記
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
義
務

化
前
に
相
続
し
た
不
動
産
も
義
務
化
の
対

象
と
な
り
、
令
和
９
年
３
月
末
日
ま
で
に

相
続
登
記
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
相
続
登
記
を

し
な
い
場
合
、
10
万
円
以
下
の
過
料
が
科

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

相
続
や
遺
産
分
割
の
話
し
合
い
で
不
動

産
を
相
続
し
た
と
き
は
、
必
ず
相
続
登
記

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
旭
川
地
方
法
務
局
紋
別
市
局

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
２
５
２
１

働
基
準
監
督
署
ま
た
は
北
海
道
労
働
局
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
名
寄
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
１
６
５
‐
４
２
‐
３
１
８
６

問
北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補
償
課

☎
０
１
１
‐
７
１
６
‐
２
０
８
０
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転出
届 転入届
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今月の新着図書 Newly-imported books

赤ちゃん時代の愛くるしさは
もちろん、可愛いしぐさとポ
ヨポヨボディーの癒し系とし
て大人気のアザラシのすべて
がこの一冊に。豊富な写真に
加え、オホーツクとっかりセ
ンター特集やアザラシ通にな
ろうアザラシナビなど楽しい
記事が沢山です。

アザラシまるごとBOOKアザラシまるごとBOOK
今泉 忠明 /監修
南幅 俊輔 /編著

おばけずしおばけずし
苅田 澄子/作苅田 澄子/作
柴田 ケイコ/絵柴田 ケイコ/絵

図書館情報

ゆ～とぴあ  NEWS

「おばけでもいいから来てく
れないかなぁ」いつもひま
なお寿司やさんがつぶやく
と、本当におばけがやって来
ました。お金のないおばけ
は、釣った魚で払うというけ
ど・・・パンどろぼうシリー
ズの柴田ケイコさんの絵が
楽しいユーモア絵本です。

雄武町図書館（雄武町末広町二区）
☎84－2404
10時～19時（火～金曜日）
10時～18時（土・日、祝日）
休館日　月曜日、年末年始、
　　　　蔵書点検期間

ht tps : / /www.
t o w n . o u m u .
h o k k a i d o . j p /
kanko_bunka_
sports/toshokan/
index.html

図書館ホームページ

宝石おりがみ（KARATZ宝石）・ひとりたび1年生
（たかぎなおこ）・隠された遺体（青山透子）・組織と
仲間をこわす人、乱す人、活かす人（平岡祥孝）・ぜ
んぶ味わう！国産レモンまるごとレシピ（河井美歩）・
イカ釣り北海道（つり人社北海道支社）・問題社員の
正しい辞めさせ方（新田龍）・京屋の女房（梶よう子）・
ふたりの恋人（赤川次郎）・初心の業（堂場瞬一）・
35年目のラブレター（小倉孝保）・小泉八雲先生の「怪
談」蒐集記（峰守ひろかず）　ほか

魔女だったかもしれないわたし（エル・マクニコル）・
かんてんぼうき（荒木健太郎）・小学生のメイク本（イ
ガリシノブ）・ぼくは王さまともだちコレクション
（寺村輝夫）・おじばさん（ひぐちきょうこ）・おふろ
（いちろう）・泳ぐウミガメ こんにちは、サンゴさん
（李知謙）・す〜べりだい（鈴木のりたけ）・こんなお
うちにすみたいな（武田美穂）・キツネのてがみや
（マツゾエヒロキ）・アンダーアース・アンダーウォー
ター（アレクサンドラ・ミジェリンスカ）　ほか

一般図書（      ）（      ） 児童図書（      ）（      ）

『小田切訓絵画ギャラリー』の展示作品が変わりました

企画展示『いとしきネズミたち　みやこしあきこといわ
むらかずおのネズミたち』

図書館で展示しています故・小田切訓先生（雄武町出身／洋画家）
の作品を、入れ替えました。
画集の貸し出しも行っていますので、絵画とあわせてぜひご覧ください。

展示期間　3月 23日㈰まで

昨年は、みやこしあきこさんの著書『ちいさなトガリネズミ』が
2024年ニューヨークタイムズ紙 /ニューヨーク公共図書館最優秀絵
本賞を受賞し、また、14匹のネズミの大家族が自然と共に生きる『14
ひきのシリーズ』で有名ないわむらかずおさんが逝去されるなどの
ニュースがありました。
これらのニュースにちなみ、図書館では二人の共通点である「ネズ
ミ」を中心とした展示を行います。ぜひご覧ください。

　

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

問住民生活課戸籍住民係
問北見年金事務所国民年金課　☎０１５７ ‐ ２５ ‐ 8 ７０３（自動音声案内２→２）

暮らしの

年金情報

・学生納付特例の申請が遅れると、申請日前に生じた不慮の事故や病気による障害について、障
害基礎年金を受け取ることができない場合があります。
・国民年金の資格取得届と学生納付特例申請書を同時に提出した場合であっても、納付書が送付
されることがあります。
・学生納付特例は、原則として申請日にかかわらず４月から翌年３月までの期間を対象として審査
します。ただし、保険料の納付期限から２年を経過していない期間についても、さかのぼって
申請することができます。

 国民年金保険料学生納付特例の注意事項

　学生納付特例の承認を受けた期間は、10年以内であれば保険料をさかのぼって納めること（追
納）ができます。将来受け取る年金額を増額するためにも、追納することをお勧めします。

保険料の追納をお勧めします

　日本国内に住むすべての人は、20歳になった時から国民年金の被保険者となり、保険料の納
付が義務づけられています。しかし、学生には、申請により在学中の保険料の納付が猶予される
「学生納付特例制度」が設けられています。

対象者（いずれにも該当）
・学生納付特例を受けようとする年度の前年の所得が一定以下であり『大学（大学院）』『短期大
学』『高等学校』『高等専門学校』『特別支援学校』『専修学校および各種学校（修業年限が１年
以上の課程である学校）』に在学する学生

　【所得基準】　128 万円 +（扶養親族などの数× 38 万円 + 社会保険料控除など）

申請先　住民登録している市区町村窓口、年金事務所、在学中の学校など
申請に必要なもの　・基礎年金番号通知書の写しまたは年金手帳の写し
　　　　　　　　　・学生などであることまたは学生などであったことを証明する書類
　　　　　　　　　　（在学期間がわかる在学証明書（原本）または学生証の写し）
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「人の保証人にだけはなるな」と
いう格言を聞いたことのある

人も多いと思いますが、なぜ人の保証
人になってはいけないのか考えたこと
のある人はそう多くないと思います。
そもそも「保証人」とは、主債務
者が債務を履行しない場合に、主債務
者と同一の債務を履行する責任を負う
人のことをいいます。身近な例を挙げ
ると、不動産を借りるときに保証人を
求められるケースでは、不動産を借り
て賃料を支払う義務を負う人（主債務
者）が賃料を滞納した場合、不動産を
貸して賃料を得る人（債権者）は、保
証人に対して保証契約に基づいて賃料
を支払えと請求できるのです。
主債務者は、賃料を払って物件を
借りることができているわけですか
ら、支払いに見合った対価が得られて
いますが、保証人は、保証したからと
いってその物件に住むことができるわ
けではなく、主債務者が債務を履行し
ない場合に債権者から債務の履行を求
められる立場にあり、ある意味理不尽
な立場であるといえますし、主債務者

の行動次第によって重大な責任を負い
かねません。
そこで、「契約」は口頭での合意で
あっても有効なことも多いですが、保
証契約は書面で行わなければならない
こととなっています。そのため、口頭
で「保証します」と言ってもその保証
契約は有効ではありません。
保証契約には、主に「保証契約」
と「連帯保証契約」がありますが、ど
ちらも主債務者の債務を保証するとい
う点では同一です。両者の違いは、単
なる「保証契約」の保証人は、債権者
から支払いを求められても「まず主債
務者に請求して」と言うことのできる
権利（催告の抗弁）や、「主債務者は
お金があるのだから、そっちに請求し
て」と言うことのできる権利（検索の
抗弁）があります。対して連帯保証契
約は、そのような権利がありません。
つまり、連帯保証契約の場合、主
債務者にお金があったとしても、債
権者が連帯保証人に対して支払いを
求めた時点で、連帯保証人は主債務
者の債務を履行する義務を負うこと

になります。このように、連帯保証
人は、通常の保証人に比べてより重
い責任を負うことになりますが「連
帯保証人」と「保証人」の違いを気
にすることのないまま保証人になる
人も散見されるので、保証契約の内
容には注意してください。
「保証人をつける」ということは、
債権者にとっては、主債務者が債務を
履行してくれなくても保証人に履行を
求めることができる点でメリットしか
ない契約ですが、保証人にとってはメ
リットの少ない契約であるといえます。
このような理由から、「人の保証人
にだけはなるな」という格言が広く知
れ渡ることになったのです。

なるほど ! くらしの法律相談 【 第 155回 】

今月の担当

斎藤  正
ま さ よ し

義  弁護士
流氷の町ひまわり基金法律事務所

ホテル日の出岬からのお知らせ

無料法律相談会　令和 7 年 4 月 1 日㈫　雄武町地域交流センター２階
（事前予約制）　予約受付：紋別ひまわり基金法律事務所　☎ 0158 - 26 - 2277（事前予約制）　予約受付：紋別ひまわり基金法律事務所　☎ 0158 - 26 - 2277

ホテル日の出岬は町民の皆さまの大切な財産です。
ぜひ、ご利用をお待ちしています。ホテルに対するご意見、
ご要望がありましたら、何なりとご連絡ください。
　　  オホーツク温泉ホテル日の出岬

☎ 0158 ‐ 85 ‐ 2626

◉『よもぎ蒸し』を体験してみませんか？
　『よもぎ蒸し』は韓国の民間療法で、よもぎ蒸しのスチーム効果による発汗作用で、体内に溜まった毒
素を排出するデトックス効果が見込めます。 一時的なデトックス効果だけではなく、よもぎ蒸しで体を温
めることで代謝が活発になり体温が上がることで、老廃物を排出しやすい体作りにもつながります。
　この機会にぜひご体験ください。

◉『家計応援券』ご利用いただけます
　レストランでの飲食・売店商品の購入・入浴回数券の購入にご利用いただけます。

◉ホテルスタッフ募集
　調理・清掃の各スタッフを募集しています。
　未経験者歓迎、短時間出勤でもかまいません（勤務時間要相談）。
　ぜひともご連絡ください。

日時　3月9日㈰　12時～21時（最終受付　20時）
場所　ホテル1階娯楽室
料金　通　　　常　3,300円（40分）（2名様同時の場合1人2,800円）
　　　初回お試し　2,200円（30分）

　町民限定宿泊プラン販売いたします

〇販売期間　
　令和7年 4月 25日㈮まで
　

〇宿泊料
　１泊朝食付　２名以上　1名 6,000 円　
　町民とご一緒の宿泊で、町外のお客さまは、
　１泊朝食付き 7,000 円　
　※１名のみの利用は 3,000 円増となります。

〇町民限定宿泊プラン利用者特典　
　レストラン藍をご利用されるお客さまは
全品 20％割引とさせていただきます。

　レストラン「藍」のおすすめ（すべて税込み）

台湾ラーメン
1,180 円

キーマカレー＆タンドリー
チキンセット　　1,380 円

海 老 重
1,680 円

地域包括支援センターだより
高齢になっても暮らしやすいまちづくりをめざして
　高齢になり、気力や体力などが低下してくると、日常生活にお手伝いが必要となることは誰にでも
起こり得ます。高齢者が元気で過ごすために、これまで以上に、家族・知人・友人などと「お互いさ
まの助け合い」を維持することが求められています。

　　・日頃から挨拶をする
　　・ 困ったときにはお互いに助け合う
　　・ 災害時などの町内の避難施設や経路を確認する

　「お互いさまの助け合い」とは、難しく感じるかもしれませんが、実際は、上記のように皆さんが普
段から行っていることです。「お互いさまの助け合い」を続け、地域ぐるみで高齢になっても生活しや
すいまちづくりをめざしましょう。

雄武町地域包括支援センター
（役場庁舎別館内）　☎ 0158 ‐ 84 ‐ 4495
※電話相談は 24 時間受け付けしています。

　レストランドリンク新メニューのご案内
【新メニュー】
▶イタリアワイン『カヴィロネッロ／ロッソ（赤）＆ビアンコ（白）』
　グラス　580円／ボトル（750㎖）　2,500 円
▶特別純米酒『北の錦　まる田』
　グラス・小徳利（150㎖）　1,000 円／大徳利（360㎖）　2,500 円

利用期間　5月31日㈯まで
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Activity Report
地域おこし協力隊　～活動レポート～地域おこし協力隊　～活動レポート～
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みんなの保健室
Everyone's infirmary
旬の食材を食べよう
３月になり、暖かい日が増えてきました。春は、旬を迎える食材が豊富にあります。現
代は通年で入手できる食材が多くありますが、旬の食材は栄養価が高く安価になりやすい
傾向にあるので、季節を実感しながら健康のためにとり入れやすいのが魅力です。
今回は、『旬の食材を食べるメリット』と、『季節ごとの旬の食材』についてまとめてみ
ました。

問健康推進課保健係

季節ごとの旬の食材の一例

旬の食材を食べるメリット 3選

《 これからが旬です 》
春キャベツ、たけのこ、アス春キャベツ、たけのこ、アス
パラ、たらの芽、ふきのとう、パラ、たらの芽、ふきのとう、
いちご、にしん、サクラマス、いちご、にしん、サクラマス、
あさり、毛ガニ　などあさり、毛ガニ　など

春春 ピーマン、トマト、きゅうり、
さくらんぼ、すいか、メロン、
ホタテ、えび、つぶ　など

夏夏

旬の食材は香りや旨味が豊かで、素材そのものの味を楽しめ
ます。調味料を控えめにすることで、塩分や糖分、油を抑える
ことができます。

《 おいしい 》《 おいしい 》

旬の食材は生産量が多く、価格が安いため、健康的な食生活を負
担少なく続けやすくなります。さまざまな食材が値上がりしている
中で、旬の食材は家計の助けになります。

《 安い 》《 安い 》

旬の食材は栄養価が豊富で、その季節に必要な成分（夏は
熱を取る成分、冬は体を温める成分など）を含み、健康維持
に役立ちます。

《 栄養価が高い 》《 栄養価が高い 》

日々の食事や健康について気になることが
あれば、いつでも管理栄養士にご相談ください。
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諒  
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Kids

カブ、れんこん、大根、白菜、
りんご、みかん、
牡蠣、タラ　など

冬冬秋秋 じゃがいも、さつまいも、か
ぼちゃ、柿、梨、
ぶどう、秋鮭、
カレイ　など

むらた
　よりまさ くん

まつの
　えまる くん

わんぱくキッズ（若草保育所）～おおきくなったら～

お
相
撲
さ
ん

カ
ー
レ
ー
サ
ー
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 ☞ 社会保険事務相談（事前予約制）☎ 0157-33-6007

 ☞ 自動車運転免許更新時講習（事前更新手続必要）

 ☞ 人口と世帯数（2 月 26 日現在）※住民基本台帳人口

 ☞ 戸籍の窓口（1 月 27 日～ 2 月 26 日届け出分）※敬称略

人　口 4,002 人（日本人 3,746 人、外国人 256 人）
（前月比 0 人 / 前年比 90人減）

　男 1,930 人（日本人 1,860 人、外国人　70 人）
（前月比 1 人増 / 前年比 38 人減）

　女 2,072 人（日本人 1,886 人、 外国人 186 人）
（前月比 1 人減 / 前年比 52 人減）

世帯数 2,199 戸（日本人 1,944 戸、外国人 248 戸）
（前月比 2 戸増 / 前年比 21 戸減）

 ☞ 官公庁への苦情、意見、相談　☎ 84-3402

 ☞ 寄付（1 月 24 日～ 2 月 20 日受付分）　※敬称略

行政相談所　　3 月 11 日㈫、4 月 8 日㈫
　　　　　　　13：30 ～ 15：30 役場町民ホール
行政相談委員　近江谷　春夫

3 月 25 日㈫　雄武町民センター
　 優良運転者講習　13：00 ～ 13：30
 　違反運転者講習　13：50 ～ 15：50

◉お悔やみ申し上げます（死亡）
・木村　信一　　102 歳（開生）

◎雄愛園入所者のために（社会福祉協議会へ）
・松井　知子　（末広町 2 区）

◎社会福祉のために（社会福祉協議会へ）
・石沢　秀元　（沢木）

防災行政無線が聞き取れなかった時は
０１５８－８４－２５２３

テレホンサービスで確認を！！※通信料金がかかります

　イベントカレンダー 開
催
場
所　

♡
若
草
保
育
所
・
子
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て
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援
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ン
タ
ー
　
☆
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童
セ
ン
タ
ー
　

こんなに便利マイナンバーカード
　問住民生活課戸籍住民係

　マイナンバーの提示と本人確認を求められたとき 1 枚
で済ませることが　できるのがマイナンバーカードです。
ぜひ申請しましょう。

3 月 7日㈮ ♡仲良し親子教室　　　　　　　10：30～

☆一輪車検定　　　　　　　　　16：00～

8日㈯ ☆ 6年生を送る会　　　　　　   10：00～

☆一輪車講習　　　　　　　　　13：30～

10日㈪ ♡仲良し親子教室　　　　 　　  10：00～

12日㈬ ♡仲良し親子教室　　　　 　　  10：00～

14日㈮ ☆仲良し親子教室『修了式』　　  10：00

15日㈯ ☆サッカー教室　　　　　　　　14：00～

18日㈫ ♡『はじめてのお誕生会』　 　  10：00～

19日㈬ ☆読み聞かせフムフムの会　　　11：00～

20日㈭ ☆けん玉検定　　　　　　　　　16：00～

22日㈯ ☆卓球教室　　　　   　　　 　  14：00～

　

第 336 回

雄高 FILE 校訓「風に立て」OUMU High School
3
月
の
行
事
予
定

1 日土 第 74回卒業証書授与式
17 日月 入学者選抜　合格発表
19 日水 CBA学力テスト（1年生）
24 日月 修了式、離任式、大掃除

25 日火 ・学年末休業　～ 31日月
・春期講習　　～ 27日木

27 日木 入学予定者オリエンテーション

オホーツク紋別空港ダイヤ
（3月 29日まで）
【375便】　羽田発　10：35　→　紋別着　12：20
【376便】　紋別発　13：00　→　羽田着　14：55
（3月 30日～ 4月 30日まで）
【375便】　羽田発　10：45　→　紋別着　12：30
【376便】　紋別発　13：10　→　羽田着　15：00

無料空港送迎バス時刻表
（3月 29日まで）
紋別バスターミナル発 11：45
紋別空港着 12：06
紋別空港発 12：35
紋別バスターミナル着 12：56

（3月 30日～ 4月 30日まで）
紋別バスターミナル発 11：55
紋別空港着 12：12
紋別空港発 12：45
紋別バスターミナル着 13：02

※運航時間についてはオホーツク紋別空港ホームページ
　（https://www.ok-m.jp/）などでご確認ください。

◉着こなし講座　　1/30
　卒業を間近に控えた３年生を対象に、洋服の青山
名寄店の田中氏を講師に迎え、着こなし講座を開催し
ました。講座では、社会人として心掛けるべき身なり
に関するマナーやエチケットについて講義を受けまし
た。男女の代表生徒を見本にしながら、スーツの着方
やネクタイの締め方などについて学びました。

◉紋別吹奏楽フェスティバル　　2/2
　紋別市民会館にて紋別地区吹奏楽フェスティバ
ルが行われ、本校吹奏楽部が参加しました。雄武
中学校とOSB（大人吹奏楽バンド）の皆さんと合
同出演し、「怪獣の花唄」「点描の唄」「昭和アイド
ル・メドレー」の３曲を演奏しました。フェスティ
バルの最後には、アンコールとして「風になりたい」
を全体合奏しました。大人数で演奏する機会をい
ただき、部員にとって貴重な経験となりました。

◉道立高校間派遣授業　　2/19
　興部高校との交流事業の一環として、興部高校
情報科・商業科の山﨑先生にお越しいただき、１
年生の情報Ⅰの時間で派遣授業を実施しました。
プログラミング的思考の中にある“一般化・抽象化”
に焦点を当てた授業で、“手品”を用いた導入段階
では、本質がどこにあるのかを見破る練習を行い、
暗号工作では、スタキュレー暗号（棒に巻きつけ
た紙にメッセージを書き込んで暗号化する）につ
いて知ることができました。

◉登校時間強化月間　2/10 ～ 28
　『登校時間強化月間』を実施しました。朝学習は、
SHR前の 10分間、落ち着いて学習に取り組むこ
とにより、１校時からの授業に落ち着いて臨める
効果があると言われており、多くの学校が取り入
れています。本校でも実施しており、特に２月は
強化月間として、開始までの登校時間厳守に保護
者の皆さんにもご協力いただき、実施したところ
です。おかげをもちまして、ほぼ全員が開始時間
までに着席し、学習に取り組むことができ、成果
が表れました。生徒の意識の高さに感心するとと
もに保護者の皆さんのご協力に感謝いたします。

◉ 3学年レク　　1/31
　家庭学習期間に入る前日、高校における最後の
授業として、３学年レクを実施しました。３年間
使用してきた靴箱の清掃やスポーツレクなどを行
い、３年間の思い出を振り返りながら、高校生と
しての最後の活動を楽しみました。昼食は、クレー
プやお好み焼き、焼き肉などを自分たちで調理し
て食べ、お世話になった先生も招待して料理を振
るまいました。

◎香典返しを廃して（社会福祉協議会へ）
・松井　知子　（末広町 2 区）
・片山　裕子　（沢木）

3 月 13 日㈭
 　      　　　

　10：00 ～ 16：00
　遠軽町保健福祉総合センター

　国保病院情報（小児科と耳鼻咽喉科は、日程が
急きょ変更する場合があります   ）

・内科・外科
・整形外科
・消化器科

秀毛医師　

毎週火曜日、水曜日、木曜日は９時から 14
時までの診療となります。
※受付時間は 12時 30分まで。
毎週木曜日は、町内施設回診のため 14 時か
ら不在となります。

・内科・外科
・整形外科
・消化器科
地域医療　　　
振興財団医師　

毎週水曜日、木曜日は９時から 14時までの
診療となります。
※受付時間は 12時 30分まで
毎週金曜日は午後診療を行います。
※受付時間は 16時 15分まで

小 児 科
毎週月曜日は 1日診療（午前診療、午後予防接種）
となります。

14日㈮、28日㈮は午後の診療となります。

耳 鼻 咽 喉 科 毎週木曜日14時からの診療となります。

◎診療時間　 8時 30分 ～ 12 時 （受付 11時 30分 まで） 
　　　　　　13時 30分 ～ 17 時 15分（受付 16時 15分 まで）
※診療科ごとに診療時間、受付時間が異なりますので事前にご確認のうえ
　ご来院ください。
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　雄武町民わたしたちは、オホーツクのきびしい
自然を生かし、父祖・先人の労苦を感謝しながら、
郷土愛にみちた町づくりと、ひとりひとりのしあわ
せのため、　― すこやかに、なごやかに、まめやか
に ―　励まし合い、希望と自信をもって、生きが
いある生活につとめ、たしかな未来につながる信条
をかかげて、朝夕守りとおすことを誓い合います。

雄 武 町 民 憲 章 （ 町民の誓い ）

一、自然を生かし、住みよい環境をつくります。
一、きまりを守り、明るい社会をつくります。
一、ともに助け合い、楽しい職場をつくります。
一、元気に働き、豊かな家庭をつくります。
一、希望に生き、たくましい雄武町民となります。

　　　　　　　　　　 昭和 46年 3月 19日制定

❖編集後記
Editor's note

▼2月1日から3日間の日程で佐賀県武雄市訪問団の
児童11人と引率者3人が来町しました。沢木小学校
で行われた学校交流では、沢木太鼓の演奏が披露され、
その後、外に出て雪中サッカーや雪山滑りなどを楽し
みました。児童たちは、雪にまみれながら雄武町の冬
を全身で感じ、互いの交流を深めていました。私も、
一度は旅行などで武雄市に行ってみたいですね。（松井）

武雄市児童交流事業
（2025/2/1 ～ 3）

雄武の冬を全身で体験

沢木小学校の児童たちと一緒に またの再会を誓って

『ふるさと』を紹介しあう児童たち
夏ぶりの再会 冬の遊びを堪能（雪中サッカー他）


